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た
だ
き

、
二
〇
〇
八
年
八
月

の
顧
問
幹
事
会
議

で

内
定
し
て
い
た
。

四
月

例

会

『
歴

史

の

み

ち

草

』

を

読

ん

で

―

読

後

感

想

会

報

告

‐―

四
月
二
十
八
日
、
史
遊
会
の
四
冊
目
の
エ
ッ
セ

イ
集
、

『
歴
史
の
み
ち
草
』
の
読
後
感
想
会
が
、

日
黒
区
民
セ
ン
タ
ー
社
会
教
育
館
で
開
か
れ
た
。

内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
で
あ
る
た
め
、
互
い

に
評
価
し
合
う
こ
と
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
の
疑
間
の
声
も
あ

っ
た
が
、
せ

っ
か
く

一
冊
の

本
と
し
て
出
版
し
た
こ
と
で
も
あ
り
、
互
い
に
感

想
を
述
べ
合
う
の
は
意
義
が
あ
る
と
の
考
え
方
か

ら
、
読
後
感
想
会
と
し
て
、
今
回
初
め
て
開
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。

い
ざ
、
開
い
て
み
る
と
、
殆
ん
ど
の
会
員
が
出

席
し
、
′
れ
ぞ
れ
熱
心
に
感
想
を
述
べ
合

っ
た
だ

け
で
な
く
、
異
な

っ
た
立
場
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な

指
摘
が
数
多
く
な
さ
れ
た
。

相
原
さ
ん
は
快
諾
し
て
く
だ
さ
り
二
Ｃ
Ｃ
九
年

十
二
月
十
八
日
に
横
浜

で
お
目
に
か
か
り

、
写
真

森

下

征

ま
た
、
本
書
の
多
彩
な
内
容
が
、
改
め
て
再
認

識
さ
れ
た
。
本
会
の
活
動
分
野
が
単
に
歴
史
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
考
古
学
や
社
会
学
に
政
治
学
、
更

に
は
、
漢
詩
を
始
め
と
す
る
中
国
古
典
の
全
般
ヘ

と
広
が
り
、
多
層
的
な
活
動
が
可
能
に
な

っ
た
こ

と
が
、
こ
の
感
想
会
の
実
施
に
よ
り
確
認
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
紙
面
な
の
で
、
全
て
を
述
べ
る
わ
け

に
は
ゆ
か
な
い
が
、
可
能
な
限
り
個
々
に
つ
い
て

紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
新
井
宏
氏
の

「
江
田
船
山
古
墳
の
銀
象

嵌
大
刀
」
は
、
今
ま
で
国
字
と
さ
れ
て
き
た
文
字

が
、
こ
の
古
墳
と
の
関
連
で
見
る
限
り
、
高
句
麗

発
生
の
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
る
。
傾
聴

こ

の

攻

を

所

じ

る

事

と

し

た

い

例

会

の

お

知

ら

せ

◎
　
５
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２２
年
５
月
２６
日

（
水
）

午
後
６
時
～
８
時

人
ム
　
場
　
目
黒
区
民
セ
ン
タ
１
　
７
階

講
　
演
　
佐
藤
健

一
氏

テ
ー
マ
　
未
定

自
由
執
筆
は
相
原
精
次

・
中
込
勝
則

・

瀧
澤
中
の
諸
氏
。
締
切
り
は
５
月
末

◎
　
６
月
例
会

日
　
時
　
平
成
２２
年
６
月
２３
日

（
水
）

午
後
６
時
～
８
時

〈ム
　
場
　
目
黒
区
立
中
央
町
社
会
教
育
館

講
　
演
　
瀧
澤
中
氏

テ
ー
マ
　
未
定

自
由
執
筆
は
平
山
善
之

・
山
本
鎮
雄

・

三
戸
岡
道
夫
の
諸
氏
。
締
切
り
は
６
月
末

［
注
］
六
月
の
会
場
は
中
央
町
社
会
教
育
館

で
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
会
場
案
内
図
は
５
月
の
例
会
日

に
配
付
し
ま
す
。
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す
べ
き
説
で
あ
り
、
出
席
者
か
ら
、
数
多
く
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
我
が
国
の
鋼
の
精
錬
時
期
を
、

紀
元
前
四
百
年
頃
と
推
定
す
る
中
山
喬
央
氏
の
、

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
お
け
る
金
属
文
化
の
発
生

と
日
本
列
島
へ
の
伝
播
」
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
相
原
精
次
氏
の

「
『
朱
鳥
元
号
』
と

『
万

葉
集
』
」
は
、

『
日
本
書
紀
』
と

『
日
本
紀
』
の

相
違
に
着
目
さ
れ
た
独
特
な
視
点
が
出
席
者
の
興

味
を
集
め
、
隆
恵
氏
の
力
作

「
謎
の
飛
鳥
時
代
」

や
平
山
善
之
氏
の

「
古
代
の
東
国
に
つ
い
て
」
と

共
に
、
日
本
古
代
史
の
謎
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る

姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

他
方
、
宅
見
勝
弘
氏
の

「
源
平
交
代
思
想
」
や
、

千
坂
精

一
氏
の

「
長
尾
政
景
水
死
事
件
の
こ
と
」
、

及
び
島
津
隆
子
氏
の

「
稀
代
の
軍
師
―
黒
田
官
兵

衛
孝
高
」
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
が
注
目
を

浴
び
た
が
、
そ
れ
と
共
に
、
著
者
の
持

つ
表
現
力

の
確
か
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
素
材
と
そ
の
扱
い
方
に
つ
い
て
話
題
を

集
め
た
の
が
、
三
戸
岡
道
夫
氏
や
柴
田
弘
武
氏
、

更
に
は
佐
藤
健

一
氏
の
作
品
で
あ
る
。

三
戸
岡
氏
の

「
関
東
郡
代
伊
奈
忠
次
の
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、
伊
奈
忠
次
の
能
力
や
統
治
者
と
し

て
の
徳
川
家
康
が
、
柴
田
氏
の

「
御
小
人
日
付
高

松
彦
三
郎
」
に
つ
い
て
は
大
原
幽
学
と
の
関
連
な

ど
が
、
ま
た
佐
藤
氏
の

「
内
藤
家
に
召
抱
え
ら
れ

た
数
学
者
」
に
つ
い
て
は
、
和
算
学
者
た
ち
の
独

特
な
性
格
等
が
注
目
を
集
め
、
活
発
な
感
想
が
述

べ
ら
れ
た
。

一
方
、
日
本
史
を
広
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
取
り
上
げ
た
作
品
も
、
非
常
に
多
く
の
共
感
を

呼
ん
だ
。

大
田
精

一
氏
の

「
大
航
海
時
代
前
後
の
日
本
の

対
外
関
係
」
、
高
橋
由
貴
彦
氏
の

「
大
航
海
時
代

で
見
た

『
慶
長
使
節
』
」
及
び
、
鍋
屋
次
郎
氏
の

「
日
本
の
扉
を
開
け
た
鍵
」
で
あ
る
。

前
二
者
は
何
れ
も
、
世
界
史
の
転
換
点
と
な

っ

た
大
航
海
時
代
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
後
者
は
、

和
英

・
英
和
辞
典
を
編
纂
し
た
ヘ
ボ
ン
の
偉
業
を

描
い
た
力
作
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

つ
独
特

な
考
え
方
に
対
し
、
熱
心
な
意
見
が
取
り
交
わ
さ

れ
た
。

ま
た
、
政
治
の
分
野
の
力
作
へ
も
、
非
常
に
多

く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
戦
前

・
戦
中
の
政
治

・
社
会
を
描
い
た
松
川
博
光
氏
の

「
昭
和
戦
前

・

戦
中
期
論
」
と
、
郵
政
選
挙
に
焦
点
を
当
て
政
治

史
か
ら
見
た
政
治
報
道
の
あ
る
べ
き
姿
を
論
じ
た
、

瀧
澤
中
氏
の

「
マ
ス
コ
ミ
と
政
治
の
不
即
不
離
な

関
係
」
で
あ
る
。
身
近
で
重
要
な
素
材
だ
け
に
、

こ
れ
ら
二
篇
の
力
作
が
大
き
な
関
心
を
集
め
た
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
山
本
鎮

雄
氏
の

「
柳
田
國
男

『
響
入
考
』

（
一
九
二
九
年

）

以
後
の
展
開
―
日
本
婚
姻
論
史
覚
書
」
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
史
遊
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
か
っ
た
、
社
会
学
の
視
点
か
ら
纏
め

ら
れ
た
労
作
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
婚
姻
論
史

は
、
広
く
出
席
者
の
興
味
を
呼
び
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
中
国
古
典
の
関
係
で
は
、
三
篇
が
あ

っ
た
。
特
に
、
鯨
済
海
氏
の

「
漢
詩
　
孔
子
の

一

生
」
は
字
数
人
四
六
字
、
中
国
で
も
殆
ん
ど
例
を

見
な
い
大
作
で
あ
り
、
中
込
勝
則
氏
の
労
作

「
杜

甫
瓢
泊

（
序
）
」
と
共
に
、
高
い
評
価
を
受
け
て

い
た
。

痛
上
、
外
部
の
方
々
か
ら
の
感
想
も
、
会
員
か

ら
披
露
さ
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
書

道
の
大
家

・
杭
迫
柏
樹
氏
が
毛
筆
の
書
状
で
、
鍋

屋
氏
へ
激
励
と
感
想
を
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、
外
部
の
方
々
の
反

応
は
、
概
ね
良
好
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の

『
歴
史
の
み
ち
草
』
の
発
行
を
契
機
に
、

我
々
は
こ
れ
か
ら
も

「
史
遊
会

」
の
会
員
ら
し
く
、

大
胆
か
つ
細
心
に
歴
史
を
語
り
、
研
鏡
し
て
ゆ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。
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て
の
徳
川
家
康
が
、
柴
田
氏
の

「
御
小
人
日
付
高

松
彦
三
郎
」
に
つ
い
て
は
大
原
幽
学
と
の
関
連
な

関
係
」
で
あ
る
。
身
近
で
重
要
な
素
材
だ
け
に
、

こ
れ
ら
二
篇
の
力
作
が
大
き
な
関
心
を
集
め
た
こ

ヨ

々
Ｌ
こ
ね
力
ら
も

一
史
遊
会

」
の
会
員
ら
し
く

大
胆
か

つ
細
心
に
歴
史
を
語
り

、
研
鏡
し
て
ゆ
き

た
い
も

の
で
あ
る

。

ι

ラ

ロ
●

フ

製

再

ノ

ｃ

読
後
感
想

「
朝

に

道

を

聞

か

ば

、

夕

に

死

す

と

も

可

な

り

」

正

木

　

清

幸

見
事
な
出
来
栄
え

『
歴
史
の
み
ち
草
』
ご
発
刊

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
事
務
局
よ
り
読
後
の
感

想
文
出
稿
の
お
奨
め
を
賜
り
恐
縮
致
し
ま
し
た
。

先
ず
彩
流
社
の
封
筒
よ
り
現
れ
た
カ
バ
ー
は
、

想
像
を
絶
す
る
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
感
銘
！

こ
れ
な
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
題
名
と
共
に
同
好
の
士
が

店
頭
で
必
ず
手
に
さ
れ
る
事
と
確
信
致
し
ま
し
た
。

さ
て
本
文
に
入
り
ま
す
と

「
み
ち
草
」
ど
こ
ろ

か
著
者
の

一
字

一
句
も
忽
せ
に
せ
ぬ
精
魂
込
め
た

研
究
論
文
で
、
こ
れ
ま
た
深
く
感
銘
致
し
ま
し
た
。

既
刊
の
三
巻
は

「
異
能
集
団
の
エ
ッ
セ
イ
集
」

が
売
り
で
、
気
軽
に
拝
読
致
し
ま
し
た
。
今
回
も

「
み
ち
草
」
の
言
葉
に
つ
ら
れ
軽
い
読
み
物
と
思

い
き
や
、
考
古
学

・
金
属
学

・
歴
史
学
等
々
現
在

の
学
会
で
定
説
と
さ
れ
る
学
説
を
覆
し
、
或
い
は

新
説
を
展
開
さ
れ
、
更
に
歴
史
に
埋
も
れ
た
真
実

を
掘
り
起
こ
さ
れ
、
正
に
史
遊
会
の
面
目
躍
如
―

編
集
長
以
下
ご
苦
心
の
程
が
察
せ
ら
れ
ま
し
た
。

凡
夫
の
身
、
縄
文
を
兎
に
角
読
了
せ
ん
と
苦
闘

す
る
小
生
に
対
し
、
家
人
は

「
そ
の
歳
で
今
更
遅

く
ま
で
何
し
て
る
の
、
早
く
寝
た
ら
」
と
申
し
ま

す
が
、

「
子
曰
く
、
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死

す
と
も
可
な
り
」
と
昂
然
と
応
え
た
事
を
申
し
添

え
ま
す
。

さ
て
最
後
に
私
の
感
慨
と
申
す
か
老
人
の
繰
言

を
申
し
上
げ
る
事
を
お
許
し
下
さ
い
。

最
近
の
日
本
は
米
国
の
核
の
傘
下
に
安
住
し
、

政
治
家
の
腐
敗
、
官
僚
の
無
気
力
に
よ
り
、
そ
の

行
方
を
失

っ
て
い
ま
す
。
我
等
の
尊
敬
す
る
史
遊

会
の
諸
賢
は
今
後
の
為
政
者
は
如
何
に
あ
る
べ
き

か
、
所
見
を
是
非
お
問
か
せ
下
さ
い
。
瀧
澤
中
氏

の

「
マ
ス
コ
ミ
と
政
治
の
不
即
不
離
な
関
係
」
が

現
代
の
日
本
を
本
書
の
中
で
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
の
史
遊
会
の
論
議
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
友
の
会
）

出

版

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

遠

藤

　

和

子

『
歴
史
の
み
ち
草
』
を
お
贈
り
い
た
だ
き
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
芳
情
の
ほ
ど
に

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
ご
出
版
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
、
校
正
も
あ

っ
て
さ
ぞ
か
し
大
変
だ

っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

「
埋
も
れ
た
真
相
に
挑
む
」

「
発
想
を
か
え
る

と
見
え
て
く
る
歴
史
の

一
コ
マ
」
と
の
表
書
ぎ
を

目
に
し
、
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
そ
の
も
の

だ
け
に
嬉
し
く
、

「
同
志
の
方
々
、
私
も
そ
の

一

員
」
と
気
を
強
く
し
ま
し
た
。
ま
た
中
山
喬
央
氏

の

「
あ
と
が
き
」
に
共
鳴
す
る
こ
と
し
き
り

‥
‥
。

目
次
を
目
に
し
て
、
い
ま
私
が
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
項
目
、

・
大
航
海
時
代
前
後
の
日
本
の
対
外
関
係

・
大
航
海
時
代
で
見
た

「
慶
長
使
節
」

・
関
東
郡
代
伊
奈
忠
次
の
こ
と

こ
の
三
点
を
読
み
ま
し
た
。
よ
く
お
調
べ
に
な

っ

て
い
て
、
文
に
無
駄
が
な
く
、
内
容
に
説
得
力
が

あ

っ
て
、
随
分
と
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
作
品
を
書
い
て
い
ら

っ

し
ゃ
る
こ
と
に
尊
敬
の
念
を
深
く
し
て
お
り
ま
す
。

い
い
立
派
な
会
、
史
遊
会
で
す
。
誇
り
で
す
。
ず

っ
と
ず

っ
と
継
続
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
つ
ぎ
の

作
品
を
発
表
さ
れ
ま
す
よ
う
陰
な
が
ら
応
援
し
、

祈

っ
て
お
り
ま
す
。
　

（
元
会
員
　
一晶
山
市
在
住

）

【
事
務
局
よ
り

‥
‥
遠
藤
氏
は
四
月
に
学
陽
書
房

よ
り

『
佐
々
成
政
』
を
出
版
。
本
会
に
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
】
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自
由
執
筆

安

房

の
名

族

里

見

氏

と

正

木

氏

千

坂

　

精

一

曲
亭
馬
琴
の
伝
奇
小
説

『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

で
周
知
の
里
見
氏
は
清
和
源
氏
新
田
流
で
、
上
野

國
新
田
荘
を
開
い
た
源
義
家
の
孫
新
田
義
重
の
子

義
俊
が
、
同
國
碓
氷
郡
里
見
郷
に
住
し
て
里
見
と

称
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。

里
見
氏
は
代
々
鎌
倉
公
方
に
仕
え
て
い
た
が
、

十
代
家
基
は
、
公
方
持
氏
の
二
人
の
遺
児
を
奉
じ

た
下
線
の
結
城
氏
朝
と
と
も
に
結
城
城
に
籠
城
し

て
幕
府
に
反
抗
し
、
関
東
管
領
上
杉
軍
に
攻
め
ら

れ
て
討
ち
死
に
し
た
。
そ
の
と
き
嫡
子
義
貴
は
家

臣
に
守
ら
れ
て
相
模
國
に
落
ち
延
び
、
三
浦
氏
の

援
助
を
得
て
船
で
安
房
國
へ
渡
り
、
自
漬
の
野
島

崎

（
南
房
総
市
白
浜
町
）
に
上
陸
し
て
、
の
ち
に

自
漬
城
を
築
き
拠
点
に
し
た
。

こ
れ
が
安
房
里
見
氏
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

三
代
義
通
は
病
弱
だ

っ
た
の
で
、
弟
の
貿
尭
に

五
歳
の
嫡
男
竹
若
丸
が
成
人
す
る
ま
で
の
国
政
を

託
し
て
三
十
八
歳
で
歿
し
た
。

名
を
義
豊
と
あ
ら
た
め
た
竹
若
丸
が
二
十
歳
に

な

っ
た
と
き
、
叔
父
貴
尭
が
わ
が
子
義
尭
を
後
継

者
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
噂
を
信
し
て
、
宮

本
城

（
南
房
総
市
富
浦
町
）
に
兵
を
集
め
、
賓
尭

の
稲
村
城

（
館
山
市
稲
）
を
襲

っ
て
自
殺
さ
せ
た
。

上
絶
國
久
留
里
城

（
君
津
市
久
留
里
）
に
い
た

賓
尭
の
嫡
男
義
尭
は
義
豊
の
所
業
を
怒
り
、
義
豊

を
攻
め
、
つ
い
に
稲
村
城
に
追
い
込
ん
で
自
殺
さ

せ
る
と
同
時
に
、
棟
梁
を
も
奪
い
取

っ
た
。

家
督
争
い
の
内
紛
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
安

一房
里
見
氏
も
こ
の
と
き
が
存
亡
の
危
機
で
あ

っ
た
。

そ
の
義
尭
に
も
苦
汁
を
嘗
め
た
戦
い
が
あ

っ
た
。

，一　
ゆみ

小
弓
御
所
足
利
義
明
を
擁
し
て
北
條
氏
綱

・
氏
康

と
戦

っ
た
國
府
壼

（
市
川
市
）
の
合
戦
で
あ
る
。

こ
の
と
き
小
弓
御
所
方
が
敗
れ
て
義
明
が
戦
死

し
た
の
で
、
義
尭
は
領
国
安
房
へ
退
い
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
世
は
戦
国
乱
世
に
な
り
、
義
尭

は
、
上
杉
謙
信
と
結
ん
で
小
田
原
の
北
條
氏
や
下

縄
國
の
千
葉
氏
な
ど
と
対
立
し
た
。

義
尭
の
嫡
男
義
弘
は
江
戸
城
の
大
田
康
資
、
岩

付
城
の
大
田
資
正
と
呼
応
し
て
、
北
條
氏
討
伐
に

向
か
い
国
府
壷
で
氏
康

・
氏
政
軍
と
対
峙
し
た
。

父
義
売
の
と
き
か
ら
二
十
六
年
が
経

っ
て
い
た
。

利
根
川

（
現
江
戸
川

）
右
岸
に
着
陣
し
た
北
條

軍
が
浅
瀬
を
渡

っ
て
台
地
に
攻
め
上

っ
て
く
る
の

を
攻
め
落
と
し
て
大
勝
し
た
里
見
軍
が
、
祝
盃
を

あ
げ
て
い
る
弛
緩
を
衝
か
れ
、
北
條
軍
の
夜
襲
に

遭

っ
て
義
弘
は
上
縄
國
へ
敗
走
し
た
。

と
き
は
移

っ
て
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
の
と
き
、

義
弘
の
孫
義
康
は
秀
吉
の
督
促
に
参
陣
が
遅
れ
た

廉
で
戦
後
上
絶
國
を
没
収
さ
れ
て
安
房

一
国
九
万

三
千
石
と
な
り
、
家
康
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
。

里
見
氏
の
不
運
は
義
康
の
嫡
男
忠
義
の
と
き
に

や

っ
て
く
る
。

慶
長
十
九
年

（
一
六

一
四
）
、
大
久
保
長
安
を

庇
護
し
て
改
易
さ
れ
た
小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
隣

に
連
座
し
た
罪
で
、
館
山
藩
十
二
万
三
千
石
を
公

収
さ
れ
、
伯
者
國
倉
吉
藩
三
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

忠
義
が
忠
隣
の
嫡
男
忠
常
の
女
を
要

っ
て
い
た
こ

と
が
禍
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ

は
、
忠
隣
と
本
多
正
信

・
正
純
父
子
と
の
派
閥
争

い
に
巻
き
込
ま
れ
て
の
外
様
取
潰
し
で
あ

っ
た
。

流
罪
同
様
に
倉
吉
へ
左
遷
さ
れ
た
忠
義
は
結
局

嗣
子
な
く
断
絶
さ
せ
ら
れ
、
名
族
里
見
氏
は
上
野

十
代
、
安
房
十
代
で
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。

里
見
氏
の
菩
提
寺
は
、
南
房
総
市
府
中
に
あ
る

曹
洞
宗
延
命
寺
で
、
里
見
義
尭
が
三
百
石
余
の
朱

印
地
を
与
え
て
父
貴
売
を
埋
葬
し
た
の
に
は
じ
ま

る
。
境
内
に
は
貴
尭

・
義
豊

・
義
売

・
義
弘
四
代

の
墓

（
五
輪
塔

）
が
あ
る
。
中
央
の
板
石
塔
婆
は
、

蒲
陀

・
観
音

・
勢
至
三
尊
の
梵
字
と
諸
行
無
常
の
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託
し
て
三
十
八
歳
で
歿
し
た
。

名
を
義
豊
と
あ
ら
た
め
た
竹
若
丸
が
二
十
歳
に

四
句
が
刻
ま
れ
た
板
碑
で
、
正
安
三
年

（
一
三
〇

一
）
の
銘
が
あ
る
。
板
碑
は
他
に
保
田
の
鹿
峰
山

員
福
寺
に
あ
る
く
ら
い
で
、
安
房
國
に
あ
る
の
は

珍
し
い
。

ほ
か
に
里
見
氏
は
、
お
な
じ
府
中
に
あ
る
真
言

宗
責
珠
院
を
祈
願
所
に
し
て
三
百
石
の
朱
印
地
を

与
え
て
い
た
。
こ
の
寺
の
本
尊
十

一
面
観
音
立
像

は
高
さ
二

・
一
六
メ
ー
ト
ル
の

一
本
造
り
で
、
県

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
安
房
地
方
で
最
も
古
い
仏

像
と
い
わ
れ
て
い
る
。

里
見
氏
は
な
ぜ
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

今
は
田
園
の
広
が
る
こ
の
地
方
は
、

「
府
中
」
の

地
名
が
残

っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
旧
三
芳
村
は

安
房
国
の
中
央
部
で
、
国
中
と
も
よ
ば
れ
国
府
が

あ

っ
て
、
当
時
は
安
房
國
の
政
治
、
経
済
、
文
化

の
中
心
地
で
あ

っ
た
の
だ
。

正
木
氏
は
桓
武
平
氏
三
浦
流
で
あ
る
。

三
浦
氏
と
い
え
ば
、
衣
笠
城

（
横
須
賀
市

）
を

本
拠
に
し
て
三
浦
半
島
南
部
の
三
浦
郡
、
横
須
賀

市
、
三
浦
市

一
帯
を
領
し
て
い
た
大
豪
族
で
あ
る
。

頼
朝
の
旗
上
げ
、
と
い
う
よ
り
東
国
武
士
団
の

ク
ー
デ
タ
ー
が
成
功
し
て
鎌
倉
に
武
家
政
権
の
幕

府
が
ひ
ら
か
れ
る
と
、
執
権
北
條
氏
は
肩
を
並
べ

る
豪
族
た
ち
の
梶
原
景
時
、
比
企
能
員
、
畠
山
重

軍
が
浅
瀬
を
渡

っ
て
台
地
に
攻
め
上

っ
て
く
る
の

を
攻
め
落
と
し
て
大
勝
し
た
里
見
軍
が
、
祝
盃
を

忠
、
和
田
義
盛
ら
を
次
々
と
斃
し
た
。
最
後
に
挑

発
に
乗

っ
た
三
浦
泰
村
が
敗
死
し
て
嫡
流
家
が
滅

ん
だ
と
き
、　
一
族
の
販
起
に
加
わ
ら
ず
に
生
き
残

っ
た
泰
村
の
祖
父
義
澄
の
弟
佐
原
十
郎
義
連
の
系

が
、
の
ち
に
三
浦
氏
を
復
活
さ
せ
た
。

佐
原
氏
の
名
告
り
に
な

っ
た
佐
原

（
横
須
賀
市

佐
原
）
は
ＪＲ
久
里
浜
駅
の
西
に
あ

っ
た
。

義
連
か
ら
五
代
あ
と
の
時
高
は
、
鎌
倉
公
方
足

利
持
氏
が
幕
府
に
叛
逆
を
謀

っ
た
永
享
の
乱
で
、

関
東
管
領
上
杉
憲
賞
に
従

っ
て
功
績
を
あ
げ
た
。

そ
の
時
高
に
は
子
が
な
か
っ
た
の
で
扇
谷
上
杉

た
か
な
り

持
朝
の
二
男
高
救
を
養
子
に
迎
え
た
。
そ
の
子
が

義
同

（
道
寸

）
で
あ
る
。
養
子
を
迎
え
て
男
子
が

誕
生
し
た
そ
の
あ
と
に
、
老
齢
に
な

っ
た
時
高
に

実
子
が
生
ま
れ
た
。
の
ち
の
時
綱
で
あ
る
。

義
同
は
、
時
綱
が
長
ず
る
に
及
ん
で
時
高
に
溺

愛
さ
れ
わ
が
身
の
存
在
が
危
う
く
な

っ
て
き
た
の

で
、
明
應
三
年

（
一
四
九
四
）
突
如
時
高
の
荒
井

城

（
三
浦
市

）
を
攻
め
陥
と
し
て
自
害
さ
せ
た
。

こ
の
と
き
時
高
は
、
愛
児
時
綱
を
船
で
安
房
國
ヘ

逃
が
し
た
。

平
群
郡
正
木
郷
で
成
人
し
た
時
綱
は
正
木
氏
を

名
告

っ
て
里
見
氏
に
協
力
し
安
房
國
を
守

っ
た
。

正
木
氏
の
最
盛
期
は
時
綱
の
子
時
茂

。
時
忠
兄

弟
の
と
き
で
、
東
上
絶
へ
攻
め
入
っ
て
時
忠
は
勝

（
五
輪
塔

）
が
あ
る
。
中
央

の
板
石
塔
婆
は
、

・
観
音

・
勢
至
三
尊
の
梵
字
と
諸
行
無
常
の

浦
城

（
勝
浦
市
浜
勝
浦

）
を
、
時
茂
は
大
多
喜
城

（
夷
隅
郡
大
多
喜
町
）
を
攻
め
陥
と
し
て
本
拠
に

し
た
の
で
、
時
忠
は
勝
浦
正
木
氏
と
な

っ
た
。
そ

の
後
、
時
茂
の
養
子
憲
時
は
里
見
氏
に
叛
い
た
の

で
、
安
房
八
代
里
見
義
頼
に
攻
め
ら
れ
て
敗
死
し

た
。
正
木
嫡
流
家
の
滅
亡
を
惜
し
ん
だ
義
頼
は
、

憲
時
の
二
男
爾
九
郎
時
尭
に
正
木
氏
を
継
が
せ
た
。

勝
浦
城
の
正
本
時
忠
も
里
見
氏
を
離
叛
し
て
北

條
氏
と
結
ん
だ
時
期
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
ま
た

里
見
氏
の
も
と
に
復
帰
し
た
。

里
見
氏
と
命
運
を
と
も
に
し
て
衰
退
し
た
正
木

む
す

め

氏
だ

っ
た
が
、
時
忠
の
二
男
頼
忠
の
女
　
萬
が
、

天
正
十
八
年

（
一
五
九
ｏ
）
徳
川
家
康
に
召
し
出

さ
れ
て
側
室
に
な
り
、
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）

十
男
頼
宣

（
紀
伊

）
、
翌
八
年
に
は
十

一
男
頼
房

（
水
戸
）
を
産
ん
だ
の
で
、
の
ち
に
萬
の
兄
為
春

は
三
浦
姓
に
復
し
て
紀
伊
藩
の
家
老
に
な
り
、
こ

の
系
が
幕
末
ま
で
つ
づ
い
た
。

南
房
総
市
和
田
町
に
あ
る
正
木
氏
の
菩
提
寺
は
、

も
と
旧
領
主
員
田

一
族
の
書
提
寺
で
あ

っ
た
も
の

を
、
元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
正
木
頼
忠
が
父
時

忠
の
菩
提
を
弔
う
た
め
自
ら
日
蓮
像
を
刻
ん
で
本

尊
と
し
、
日
蓮
宗
に
改
宗
し
て
正
文
寺
と
し
た
。

境
内
に
正
木
頼
忠
の
墓
、
丘
の
上
の
墓
地
に
三
浦

道
寸
、
正
木
時
忠
、
時
通
と
累
代
の
墓
が
あ
る
。

爾うの
陀
夕墓
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自
由
執
筆

旅

の

思

い

出

　

ウ

ィ

ー

ン

島

津

　

隆

子

毎
年
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
そ
ぞ
ろ
旅
心
に

誘
わ
れ
、
初
夏
と
晩
秋
の
よ
い
頃
合
を
み
て
、
旅

の
計
画
を
た
て
た
。
だ
が
、
今
年
は
春
に
な

っ
て

も
冬
の
延
長
の
よ
う
な
寒
さ
で
、
と
う
と
う
桜
の

花
に
も
義
理
を
欠
い
た
。
お
ま
け
に
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
火
山
噴
火
の
お
か
げ
で
、
欧
州
の
空
は
火
山

灰
で
覆
わ
れ
、
二
十
ヶ
国
以
上
の
空
路
が
閉
ざ
さ

れ
て
、
大
混
乱
を
招
い
て
い
る
と
聞
く
。

ち

っ
ぽ
け
な
老
女
の
日
常
も
、
天
候
や
地
異
の

影
響
を
も
ろ
に
受
け
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

予
定
通
り
に
飛
行
機
が
飛
び
立
ち
、
旅
の
日
程
を

無
事
に
こ
な
し
て
帰
宅
す
る
こ
と
が
、
実
は
至
難

の
業
に
思
え
た
り
も
す
る
。

そ
ん
な
な
か
、
過
ぎ
た
旅
の
思
い
出
を
懐
か
し

く
辿

っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

去
年
の
秋
も
深
ま

っ
た
十

一
月
、
ウ
ィ
ー
ン
と

ブ
タ
ベ
ス
ト
に
出
か
け
た
。

ウ
ィ
ー
ン
は
雨
に
濡
れ
た
落
葉
の
舗
道
も
、
両

側
に
建
つ
彫
刻
が
施
さ
れ
た
建
物
も
芸
術
的
で
印

象
深
い
街
だ
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
重
厚
な
文
化

の
香
り
に
充
ち
て
い
た
。

ま
ず
、
環
状
道
路
の
内
側
に
位
置
し
、
六
百
五

十
年
の
長
き
に
わ
た

っ
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
居

住
だ

っ
た
と
い
う
王
宮
ホ
ー
フ
ブ
ル
ク
に
行
く
。

宮
廷
で
使
用
さ
れ
た
彩
し
い
数
の
銀
器
や
食
器

や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
飾
り
棚
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

階
を
辿
る
と
、
十
九
世
紀
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ

・

ヨ
ー
ゼ
フ
と
、
そ
の
妻
后
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
が
生

活
し
た
と
い
う
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
部
屋
が
あ

る
。
贅
を
凝
ら
し
た
そ
の
中
で
も
目
を
惹
く
の
は
、

美
し
い
上
に
も
な
お
美
を
追
求
し
て
止
ま
な
い
エ

リ
ザ
ベ
ー
ト
の
私
室
に
備
え
ら
れ
た
健
康
器
具
で

あ

っ
た
。
美
し
く
あ
る
こ
と
へ
の
執
念
を
感
じ
た
。

そ
れ
ら
に
目
く
る
め
く
思
い
で
外
に
出
、
真
向

か
い
の
角
に
あ
る
カ
フ
ェ

「
グ
リ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ

ト
ル
」
に
足
を
留
め
た
。　
一
人
四
七
年
に
開
店
し

た
当
時
、
こ
こ
は
革
命
家
た
ち
の
溜
ま
り
場
だ

っ

た
と
か
。
そ
し
て
十
九
世
紀
末
に
は
作
家
た
ち
の

集
う
文
士
カ
フ
ェ
だ

っ
た
ら
し
い
が
、
や
が
て
閉

鎖
さ
れ
た
。
だ
が
、　
一
九
九
ｏ
年
に
再
開
し
た
と

い
う
。
歴
史
あ
る
カ
フ
ェ
だ
け
あ

っ
て
、
店
の
雰

囲
気
は
自
由
だ
が
重
々
し
く
静
譲
そ
の
も
の
だ
。

私
の
註
文
は
迷
わ
ず
、
ウ
イ
ス
キ
ー
入
り
の
ア

イ
リ

ッ
シ
ュ

・
カ
フ
ェ
と
し
ゃ
れ
た
つ
も
り
だ
。

そ
の
昔
、
東
京
の
街
に
は
喫
茶
店
が
沢
山
存
在

し
た
。
今
で
い
う
カ
フ
ェ
で
あ
る
。
そ
こ
で
若
者

た
ち
は
、
音
楽
を
聴
き
、
友
人
と
映
画
や
文
学
を

語
り
、
恋
を
囁
い
た
も
の
だ
。
し
か
し
昨
今
、
東

京
の
街
か
ら
喫
茶
店
は
め
っ
き
り
影
を
ひ
そ
め
た
。

カ
フ
ェ
の
都
と
い
わ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
の
街
に
は

さ
す
が
に
居
心
地
の
よ
い
カ
フ
ェ
が
多
い
。
疲
れ

た
旅
人
の
小
休
上
に
は
有
難
い
。

「
ザ

ッ
ハ
ー
」
は
そ
の
名
前
の
と
お
り
濃
厚
な
ザ

ッ
ハ
ー
ト
ル
テ
が
有
名
な
の
で
、
観
光
客
で
賑

っ

て
い
た
。
映
画

「
第
二
の
男
」
に
登
場
す
る

「
モ

ー
ツ
ア
ル
ト
」
は
優
雅
な
雰
囲
気
で
好
ま
し
い
。

さ
ら
に
オ
ペ
ラ
座
で

「
サ
ロ
メ
」
を
観
た
。
そ

こ
は
永
く
大
切
に
維
持
さ
れ
て
い
る
文
化
財
と
し

て
の
価
値
観
が
伝
わ
る
。
美
術
館
で
は
画
家
ク
リ

ム
ト
や
エ
ゴ
ン

・
シ
ー
レ
な
ど
世
紀
末
美
術
に
逢

つヽ
。そ

れ
か
ら
こ
の
街
の
南
西
に
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
の

森
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。
森
は
黄
色
の
濃
淡
が
美

し
い
紅
葉
に
染
ま

っ
て
い
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の

息
子
で
あ
る
三
十
歳
の
皇
子
が
十
七
歳
の
恋
人
と

心
中
し
た
処
に
、
祭
壇
を
設
え
た
マ
リ
ヤ
ー
リ
ン

ク
修
道
会
が
建
つ
。
皇
子
を
喪

っ
た
母
エ
リ
ザ
ベ

ー
ト
は
、
ず

っ
と
喪
服
姿
で
過
し
た
と
い
う
。
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ウ
イ
ー
ン
は
雨
に
濡
れ
た
落
葉

の
舗
道
も

、
両

側
に
建

つ
彫
刻
が
施
さ
れ
た
建
物
も
芸
術
的
で
印

象
深

い
街
だ

。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
重
厚
な
文
化

自
由
執
筆

「
狂

」

と

い

う

こ

と森

下

　

征

二

「
論
語
」
や

「
孟
子
」
に
よ
る
と
、
儒
教
で
は

人
を
次
の
四
つ
の
類
型
に
分
け
る
。

①
中
行

‥
行
い
に
過
不
及
の
な
い
中
庸
の
人

②
狂
者

‥
志
が
極
め
て
高
く
、
そ
の
実
現
に
積

極
的
に
取
り
組
む
理
想
主
義
者
だ
が
、

屡
、
実
行
力
の
伴
わ
な
い
者

③
猜
者

‥
志
は
高
く
な
く
、
知
識
レ
ベ
ル
も
低

い
が
、
そ
れ
な
り
に
、
そ
れ
を
懸
命

に
守
る
者
。
猜
介
な
性
格
の
持
ち
主
。

き
ｆ
つ
げ
ん

④
郷
懸

‥
一
見
、
徳
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

不
誠
実
で
世
渡
り
上
手
。
似
非
道
徳

者
。
孔
子
言
う
所
の

「
徳
の
賊
」
。

こ
の
中
で
、
私
が
注
目
す
る
の
は
狂
者
で
あ
る
。

儒
教
が
理
想
と
す
る

「
中
行
」
は
、
孔
子
自
ら
認

め
る
よ
う
に
、
現
実
の
世
の
中
に
は
、
殆
ん
ど
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

だ
か
ら
だ
ろ
う
か
？
　
孔
子
は
次
善
の
策
と
し

て
、
律
儀

一
途
の
小
人
よ
り
も
、
志
が
極
め
て
高

私

の
註
文
は
迷
わ
ず

、
ウ
イ

ス
キ
ー
入
り
の
ア

イ
リ

ッ
シ

ュ

・
カ
フ
ェ
と
し
ゃ
れ
た

つ
も
り
だ
。

そ
の
昔

、
東
京
の
街
に
は
喫
茶
店
が
沢
山
存
在

く
、
積
極
進
取
の
気
性
を
持
つ
、
狂
者
を
推
奨
し

た
の
で
あ
る
。

二
千
年
以
上
も
前
に
、
孔
子
や
孟
子
が
高
く
評

価
し
た

「
狂
」
の
意
識
は
、
そ
れ
か
ら
ず

っ
と
後

の
、
明
の
時
代

（
西
暦

一
三
六
人
～

一
六
六
二
年

）

に
入
る
と
、
陽
明
学
の
勃
興
に
よ
り
、　
一
世
を
風

靡
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
陽
明
学
徒
の
中
に
は
、

「
狂
」
こ
そ
、

聖
人
と
な
る
た
め
の
真
の
道
で
あ
る

‥
‥
‥
と
、

主
張
す
る
者
も
現
わ
れ
た
。

彼
ら
は
言
う
。
狂
者
は
志
が
高
い
た
め
、
そ
れ

を
実
現
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

何
の
虚
飾
も
な
く
、
何
の
隠
す
所
も
な
く
、
心
の

ま
ま
率
直
に
行
動
す
る
。
そ
の
結
果
、
も
し
過
ち

を
犯
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
改
め
れ
ば
済
む

話
で
は
な
い
か
。
要
は
、

「
狂
」
で
あ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
こ
の

「
狂
」
こ
そ
が
、
聖
人
に
な

る
真
の
道
で
あ
る

‥
‥
‥
と
。

他
方
で
ま
た
、
陽
明
学
は

「
知
行
合

一
」
を
重

視
す
る
。
実
践
を
旨
と
し
、
行
動
に
発
現
し
な
い

よ
う
な
知
は
、
知
で
は
な
い
と
考
え
る
の
だ
。
そ

の
結
果

「
狂
」
の
意
味
は
激
し
さ
を
増
し
、
こ
れ

を
重
視
す
る
陽
明
学
は
、
益
々
急
進
性
を
帯
び
て

く
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
結
社
を
作
り
、
忠

・
孝
よ

り
も
朋
友
間
の

「
信
」
を
、
第

一
義
と
す
る
よ
う

―
卜
は

、
ず

っ
と
喪
服
姿

で
過
し
た
と

い
う

。

に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
江
戸
時
代

‥
‥
‥
、
こ
の
陽
明
学
が

中
江
藤
樹
や
佐
久
間
象
山
な
ど
に
よ

っ
て
、
わ
が

国
で
も
盛
ん
に
な
る
。
象
山
の
弟
子

・
吉
田
松
陰

が
最
も
傾
倒
し
た
の
が
、
陽
明
学
左
派
の
重
鎮
、

李
卓
吾
だ

っ
た
。
彼
は
人
間
の
欲
望
を
正
面
か
ら

肯
定
し
、
儒
教
の
硬
直
し
た
枠
組
み
を
か
た
っ
ぱ

し
か
ら
覆
し
た
。
政
治
は
須
ら
く
、
時
代
に
即
し

て
現
実
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
主
張
し
た

の
で
あ
る
。

松
陰
は
勿
論
、
こ
の
卓
吾
の
思
想
を
受
け
継
い

で
い
る
。
そ
れ
が
、
高
杉
晋
作
や
久
坂
玄
瑞
を
始

め
、
武
市
半
平
太
や
山
県
狂
介

（
有
朋

）
な
ど
に

伝
え
ら
れ
、
維
新
の
志
士
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
お
そ
ら
く
、
徳
川
三
百
年
の
幕
藩
体
制
は
、

こ
の

「
狂
」
の
意
識
な
く
し
て
は
、
突
き
崩
せ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

明
治
維
新
の
成
功
は
、
当
時
の
東
洋
の
人
び
と

に
、

「
狂
」
の
意
識
の
重
要
さ
を
改
め
て
認
識
さ

せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

十
九
世
紀
の
末
、
西
欧
列
強
の
侵
略
に
悩
ん
で

い
た
中
国
に
、
李
卓
吾
の
思
想
が
日
本
か
ら
逆
輸

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
維
新
を
断
行
し
た
志
士
の
行
為
を

学
ぼ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
？
　
清
末
の
在
日
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中
国
人
留
学
生
が
、
最
も
尊
敬
し
た
の
が
吉
田
松

陰
で
あ

っ
た
の
だ
。

そ
し
て

‥
‥
‥
と
、
私
は
思
う
。
大
正
か
ら
昭

和
へ
か
け
て
の
、
わ
が
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家

の
人
々
に
も
、
こ
の

「
狂
」
の
意
識
が
受
け
継
が

れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
　
さ
も
な
け
れ

ば
、
戦
争
へ
と
押
流
さ
れ
て
行

っ
た
時
代
に
あ

っ

て
、
あ
の
強
大
な
国
家
権
力
に
、
あ
れ
ほ

ど
強
く
抗
う
は
ず
が
な
い
と
思
う
の
で
あ

フ０
。そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
遥
か
遠
い
古
へ
の

中
国
、
儒
教
に
端
を
発
し
た

「
狂
」
の
意

識
は
、
陽
明
学
を
経
て
わ
が
国
へ
伝
播
し
、

良
く
も
悪
く
も
、
こ
の
国
を
動
か
し
て
き

た
の
だ
。

翻

っ
て
、
今
日
の
我
が
国
の
状
態
を
見

る
時
、
経
済
は
停
滞
を
続
け
、
政
治
は
混

迷
の
極
み
に
あ
る
。

こ
う
し
た
閉
塞
の
時
代
を
抜
け
出
す
た

め
、
こ
の
国
に
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る

も
の
は
何
か
？

「
狂
」
の
意
識
を
始
め
、
儒
教
が
説
い
て

き
た
精
神
を
、
改
め
て
問
い
直
す
の
も
、

一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ

２０
。

事
務
局
だ
よ
り

※
会
員
の
活
動
状
況

○
新
井
宏
氏
講
演
リ
ス
ト

０
　

えヽ
び
す
大
学

６
月
２‐
日
　
１０
時
～
１１
時
３０
分

於

‥
港
区
高
輪

・
全
社
連
研
修
セ
ン
タ
ー

「
科
学
か
ら
見
た
邪
馬
台
国
問
題
」

②
　
邪
馬
台
国
の
会

（
参
加
自
由
　
千
五
百
円
）

７
月
２５
日
　
１３
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

於

‥
文
京
区

・
文
化
シ
ャ
ッ
タ
Ｉ
Ｂ
Ｘ
ビ
ル

「
炭
素
１４
年
法
と
古
墳
年
代
遡
上
論
の
問
題
点
」

０
　
日
本
書
道
学
院
全
国
大
会

９
月
５
日
　
１４
時
３０
分
～
１６
時

於

‥
千
代
田
区

・
九
段
会
館

「
日
韓
交
流
の
歴
史
研
究
と
文
字
」

※

「
史
遊
会
通
信
」
版

一
人
六
号
の
訂
正

８
頁
２
段
１７
行
日
、
３
段
１
行
日

い
ず
れ
も
　
肖
像
権
↓
著
作
権

※

『
歴
史
の
み
ち
草
』
史
遊
会
編

定
価
　
一
一人
〇
〇
円

ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

※
中
央
町
社
会
教
育
館
は
上
図
の

「
中
央

町
さ
く
ら
プ
ラ
ザ
」
の
地
下

一
階
で
す
。

○
交
通
東
急
バ
ス

‥
（
目
黒
駅
―
三
軒
茶
屋

）

〃
　
　
‥
（
渋
谷
駅
―
洗
足
駅
）

共
に

「
水
道
局
目
黒
営
業
所
前
」
下
車

東
急
東
横
線

祐
天
寺
駅
又
は
学
芸
大
学
駅
下
車

至
 ヽ 渋


